
教師は、あらかじめ、「見方・考え方」を働かせた子
どもの姿をイメージし、授業では、その姿を見取り、
価値付けることで、子どもたちにその学びのよさを
自覚させていくことができます。その積み重ねで、子
どもたちは「見方・考え方」を働かせながら問題解決
しようとする意識がもてるようになっていきます。

【国語】 学習の中で、対象と言葉、言葉と言葉との関係を、言葉の意味、働き、使い方等に着目して捉えたり問い
直したりして（見方）、言葉への自覚を高めること（考え方）。

【社会】 社会的事象を、位置や空間的な広がり、時期や時間の経過、事象や人々の相互関係に着目して捉え（見方）、
比較・分類したり総合したり、地域の人々や国民の生活と関連付けたりすること（考え方）。

【算数】 事象を、数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え（見方）、根拠を基に筋道を立てて、統合的・発
展的に考えること（考え方）。

（ 以 下 省 略 ）

確かにそのとおりですね。授業改善において、「深い学び」の視点は極めて重要とされています。そ
れは、深まりを欠くと表面的な活動に陥ってしまうという懸念があるからです。そこで、「深い学び」に
つなげるための鍵となるのが、各教科等における「見方・考え方」なのです。今回は、「深い学び」を
実現させるために、どんなことを大切にしていったらよいのか、一緒に考えていきましょう。

授業者

それでは、実際の授業を例にして、「見方・考え方」を働かせながら学習を進めている様子を確認してみましょう。

なるほど、「見方・考え方」は、各教科ごとに定義されているのですね。

なるほど。教師の意図的な問いかけによって、子どもたちが「見方・考え方」を働かせ、
解決の見通しをもてるようになっていることが分かります。

そうですね。子どもたちから「見方・考え方」を働かせた意見を引き出すことで、「深い学び」の実現につながり
ます。問題解決のそれぞれの過程で、「見方・考え方」を引き出したり、鍛えたりできるように支援を工夫する
ことこそが、教師の専門性が発揮されるところなのです。「どの場面で、どのように問いかけるか」が授業改善
の大きなポイントになります！

学力向上ＣＯ

はい。「主体的な学び」や「対話的な学び」は、イメージできるのに対して、「深い学び」
をイメージすることが難しいのですが・・・。 どのように考えたらよいのでしょうか？

学力向上ＣＯ

授業者

「深い学び」は、「見方・考え方」を働かせ、各教科等の学ぶ意義や本質に触れながら、目指す資質・能
力を身に付けていくことで実現されていきます。「主体的な学び」、「対話的な学び」と併せて「深い学び」
の実現に向けた授業改善をお願いします。

そうです。各教科等における「見方・考え方」は、その教科を学ぶ意義や本質につながるものです。
子どもたちが、問題解決の過程で、これを自在に働かせるようにすることで、「深い学び」を実現さ
せていくことにつながります。

各教科等における「見方・考え方」は、その教科ならではの、「物事を捉える視点や考え方」のことです。
ですから、授業を構想する際には、指導する教科における「見方・考え方」について、明確にしておく必要が
あります。以下に、小学校の例を一部示します。（※各教科等学習指導要領解説参照）

学校教育係 「深い学び」の鍵を握るのは!?～各教科等における「見方・考え方」～
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を進めるに当たり、「深い学び」につなげるため

の鍵となるのが、各教科等における「見方・考え方」です。

「見方・考え方」は、新しい知識及び技能を既にもっている知識及び技能と結び付けながら社会の中で

生きて働くものとして習得したり、思考力、判断力、表現力等を豊かなものにしたり、社会や世界にどの

ように関わるかの視座（注１）を形成したりするために重要です。そこで、「深い学び」を実現させるために働

かせる「見方・考え方」について考えていきます。

（注１）「視座」とは、物事を見る姿勢や立場のこと

（※「はばたく群馬の指導プランⅡ」P３５ 第５学年「図形の角の大きさ」 参照）

今日は、「見方・考え方」を働かせて、「深い学び」につ
なげるための３つのポイントがよく分かりました。明日
の授業から、意識して取り組んでみたいと思います！

１ 学習を把握し、めあてを設定する ２ 解決の見通しをもつ
〔問題〕
四角形の４つの角の和を調べてみよう

〔数学的な見方・考え方を働かせた児童のつぶやき〕

【本時に働かせたい「数学的な見方・考え方」】
四角形について、三角形を組み合わせてできていることに着目して捉え、
三角形の内角の和を基にして筋道を立てて考えることができる。

【目指す資質・能力】
四角形の内角の和の求め方を図や
式を使って説明することができる。

①授業を構想する際には、それぞれを整理して明確に捉える

②「見方・考え方」を働かせられるような発問等を工夫する

三角形の３つの角の
和が１８０度だから、
それを基に考えられ

ないかしら？

それぞれの角度を求める必要が
ありそうですか？前に学習したこ
とで使えそうなことはありますか？

４つの角度をはかっ
てみようかな？

〔教師の意図的な問いかけ〕
この四角形の４つの角度を
全部足し合わせると何度に
なりますか？ 四角形を三角形に

分けて考えれば良い
のかな？

○めあてをつかむ
○見通しをもつ

○追究する
・自力解決

・共有

○まとめ
・ふりかえり

意図的な問いかけ
問

題

解

決

の

過

程

｢見方・考え方｣
を働かせた
子どもの姿

目指す資質・能力へ

学びのよさを自覚させるために
子どもの姿を見取
って、価値付けて、
学びのよさを自覚
させていくことが
大切です！

「深い学び」

の実現

今回の改訂では、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善が求められています。
日々、取り組んでいく中で、何か不安なことはありますか？


